
43T 電波望遠鏡「VERA」を用いた水メーザーの観測 

1. 研究背景・目的

H₂Oメーザー：高エネルギーの水分子がエネルギーを放出する際に発する電波 であり、
中小質量星の進化末期段階のAGB星で検出される。

OH/IR星：AGB（Asymptotic Giant Branch、漸近巨星分枝）星で最末期にある種族で長
周期変光星である。周囲を厚いダストに覆われており、恒星の力学的進化や銀河系構造
の研究対象として重要である。

OH/IR星の観測手段としてH₂Oメーザー観測が有用である。 H₂Oメーザー検出天体を増
やすことにより、他の H₂Oメーザーの発見が容易になる情報を得られたり 、VLBIによる年
周視差観測による距離測定と組み合わせて銀河に対する回転速度を求めたりすることが
できるようになる可能性がある。

今回はOH/IR星における新たなH₂Oメーザーの発見に目的を絞った。

2.研究方法

4.結果

6.参考文献

メーザー検出可能性の高さという観点に対し、以下の仮説に基づ
いて２８天体を選出した。
①観測時の仰角が高いもの
　仰角が大きいほど通る大気の厚さが薄いためノイズが少ない。
　観測可能な時間が長い。
②過去に一度も H₂Oメーザーが検出されていないもの
　新たな成果を得られる可能性が高い。
③不安定な赤色巨星
    星周物質が多い上赤外線が強いので励起状態の星周物質が
多いと考えた。
④OHメーザーとSiOメーザーの両方が検出されるもの
　天体そのものが明るいと考えた。

観測したいずれのOH/IR星でも水メーザーは検出されなかった
（図1）。
比較のために既に観測してあった既知の水メーザー天体では、

水メーザー検出が確認されている（図2）。

候補天体をOH/IR星の論文[1,2,3,4]やSIMBAD[5]より選択し、

過去にメーザー検出の情報 [6]がない28天体を観測した。

VERA石垣島観測局の口径20m電波望遠鏡を用いて観測し、

電波解析ソフトnewstarを用いて解析した。
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5.考察

(1)メーザーが検出されなかった原因として考えられること

①メーザーが存在しない天体を観測した。

②メーザー強度が低い変光の極小期付近で観測した。

③夏季に観測したため、大気の水蒸気由来の雑音が多かった。

→仮説は検証できなかった。

(2)改善策

①観測する天体の絞り方を変える。

②冬季に観測することによって、大気中の水蒸気などに由来する

雑音電波の影響を小さくする。

③観測時間を伸ばすなど、雑音を減らす工夫をする。
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